
JamesS.Colman(ed.);Educationand
PoliticalDevelopment.PrincetonUniver-
sityPress,Princeton, New Jersey,1965･
Ⅹii+620p.

社会経済発展と教育というテ-マは,最近ユネスコ

によって取りあげられている問題である｡本書は政治

発展と教育というプロポ-キングな問題を提起し,こ

れに直さいに切りこんでいるユニークな文献であり,

注目に価するものといってよい｡

本書は,アメリカの社会科学学会の比較政治委員会

の企画になるところの, ｢政治発展研究｣叢書の第四

集である｡全体は,四部すなわち,教育的後進性のパ

ターンと聞題,政治優位の教育的発展のパターン,低

開発国における近代的エl)-トの教育,教育計画と政

治発展よりなり,おのおの数編,全部で17の論文がお

さめられている｡1962年6月,LakeArrowheadで

開催されたセミナーで,教育学者,政治学者および社会

科学関係の学者が述べた所論がここにまとめられてい

る｡右の比較政治委員会のチェアマンである Lucian

Pye氏は,本書の序文で, このようなものを出す趣

旨をつきのように述べている｡ ｢一国の発展における

教育の重要性にもかかわらず,これについての研究が

あまり手がけられず,その間にギャップが存在する｡

アメリカの現在の対外援助のうち五分の-が教育のた

め消費されている｡しかも低開発国においては,ヨー

ロァパ諸国におけるよりも高い比率の教育費が投じら

れているが,教育投資は依然として,従来どおりのあ

りきたりのやり方で行なわれているのにすぎない｡と

にかく,政治と教育の関係は一般に閑却されている｡

このような理由から政治発展と教育という問題を取り

あげた｣といっているのである｡実際,ここでは,一

国の近代化の過程において,教育がいかなる役割を演

じ,または演じうるのかということ,教育過程と政治

の進展において,両者間にどのような相関関係が存す

るかということについて,真正面から取りくんでいる

のである｡

われわれにとって興味あるのは,本書において東南

アジア諸国がどのように取りあっかわれているかとい

うことである｡ところで,残念なことには,この地域

はあまり取りあげられているとはいえな い｡すなわ

ち,罪一部の教育的後進性のパターンと問題の中で,

インドネシアが,AiJ'iJ二部の政治優位の教育的発展のパ

ターンで,フィリピンが取りあげられているのにすぎ

ない｡インドネシアについて堂々たる筆陣をはってい

るのは,California大学の小壮気鋭の比較教育学者,

JosephFischer氏である｡インドネシア,ガジァマ

グ大学に教鞭をとったこともある氏は,アメリカにお

けるインドネシア研究において現在頭刑をあらわしつ

つある人であり,私にとっても個人的に親しい友人で

ある｡インドネシアの教育を論ずるのには,本書の氏

の所説をぜひとも読む必要があろう｡フィリピンにつ

いて述べているのは,Yale大学で政治学を講ず る

CarlGande氏であるO氏は有数のフィリピン通であ

り,フィリピンの政治についての著作もあるが,ここ

に述べられているのは,政治学者の立易から見たとこ

ろのフィリピンの教育であり,そのような理由から,

この国の政治および教育の関係について,前者にあま

りに多くの biasがおかれているように見える｡これ

はこれで,一つの所論であるが,フィリピンを政治優

位の教育的発展が見られる国として,ソ連およびEj本

と同列に取りあつかっていることは,氏の立場からは

当然としても,客観的にそれほど説得力があるもので

あろうか｡むしろ,この場合,タイなどが取りあげら

れるべきではなかったかと思われる｡

同じ政治優位の教育的発展が見られる適例として,

日本を論じているのは,われわれにとってなじみ深い

Columbia大学の HerbertPassin教授である｡わ

れわれの東南アジア研究計画のよき理解者かつ支持者

である氏は,豊富な資料を駆使して,日本の教育と過

去における政治との関係,それの近代化におよばした

影響などを論じてあますところがない｡このような問

題について論ずるに,これ以上の適任者はあまりない

であろう｡ (相良惟-)
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H.Myint:The EcoJl0mics of the
DevelopingCountries.Hutchinson& Co.
Ltd.,London,1964.192p.

去る5月末, ミント教授が国際シンポジウム≪東面

アジアにおける日本の将来≫に出席するため比叡山ホ

テルにこられたとき持参されたのが本書である｡教授

はこの著書になかなかの自信があるようで,近く邦訳

が出版されると渠しげに語っておられた｡

このシンポジウムで教授の読まれたペ-パ- ｢アジ

ア経済発展の2つの型一 内向型と外向型- ｣と

は,きわめて好評であった｡ ｢中央公論｣昭.和40年9

月号に全文が翻訳されてのっているO

このペーパーが高く評価されたことは,教授の経済

学丑県論水準の高いことと,低偶発国における経験なり

認識なりの深いこととによろうが,とにかく教授の学

殖を裏づけるに十分であったO

戦後いち早く ｢厚生経済学｣(HlaMyint,Theories

of WelfareEconomics,London,1948.)をロンド

ンで出版した鬼才である｡教授は独立後のビルマに帰

国し,ラングーン大学総長となった｡しかし,ビルマ

ではいれられず,現在はオックスフォード大学の低皿

発国経済の SeniorLecturerである｡教投は, ｢現

荏,自分は東南アジアよりも,アフリカやラテン･ア

メリカに興味をもっている｣と私に語ったが,これは

母国ビルマを中心として東南アジアの実態を熟知して

いるから,いまそれ以外の後進地域のデータも猛めて

いるとの意味のようであった｡

こうした広いデータと, ｢厚生経済学｣以来の教授

の近代経済学的知識との災精が,本吉 ｢低皿発国の経

済学｣であるといえよう｡

開発LEiI経済学の主要闇題が,きれいに論理的に組みた

てられている｡

教授は低uEl発諸国の皿に,人目圧迫と経折成長度と

の2.抽こおいて,かなりの相違があるとのIli二実認識か

ら,低開発国経済論を組みたてる｡この相違こそ,低

闇発諸国の経済を特徴づける貝体的な≪貧因≫またそ

の解決方策を各回で異ならしめているとするO

そこで,第 1部として人口圧迫のない後進国経済の

lLtll題点として,農民生産物輸出の増加とJi甜与経済の成

長,鉱山,プランテ-ションの発辻 と賃銀経済 の成

良,2元的金融;拙文と金融制度の従属性 ･独立性をと

第 3巻一第 2号

りあげるC

第 2部は,人口圧迫下の後進国経済 の 聞題点 で あ

る｡そこでは,人口圧迫と総農本必要,経済発展のた

めの基本的最低努力と均衡のとれた成長計画の規模,

均衡のとれた成長の型と経済発展率,国際貿易と経済

発展等の問題を分析する｡

最後の章,開発政策の一般的諸問題として,開発政

策のディレンマ,市場機構,教育投賀,国際的援助の

4項目があげられる｡

ミント教授は,私には,きわめて明噺であり,かつ

分析的な性格の持ち主であるようにJFLItわれる｡その反

映として,本書は,低闘発国の経済をどう聞発すべき

かという実際的問題よりも,低摘発国経済の性質分析

ともいうべきアカデミックな問題に重点がおかれてい

る｡この意味での低朋党国経済論としては,本吉は,

今日の世界的最高水準をゆくものと思われる｡東南ア

ジア諸国の経済開発を研究するためには,本書はその

理論的基礎をうるために,ぜひとも一読されなければ

ならない｡ (本間 武)

HerbertPhillips:Thaz'peasantpeyso-
nality,Univ.ofCaliforniaPress,Berkeley
& LosAngeles,1965,Ⅹii+231p.

JohnE.deYoung著のVillageLifeinModern

Thailandが本書と同じUniv.ofCaliforniaPress

で1955年に出版されて以来,タイ国に関する人類学的

地域研究の成果が何冊か出版された｡1960年Thomas

M.FrazerJr.の RL1Sembilanが出版された時には

タイ国の地域研究もこれまで進んできたかという感が

深かった｡ところが,最近になって本書を手にするこ

とによって,さらに,わたくしどもはアメリカにおけ

る行動科学と地域研究の発達に日をみは ったのであ

る｡

DeYoungから Frazerにいたるまで出版された

里行本のほとんどが,村落調査を総合的にまとめたも
ので,どちらかというと経済,社会,宗教などを総花

的にまとめたものである｡もちろん,そのなか では

FrazerのRusembilanがかなり理論的色彩のつよい

本であるが,全体としては従来の研究傾向を踏襲して

いるOだが,本書は村落 調査でえた質料の基礎のうえ

に=書かれたものであるけれども,主題の扱いがいまま

での書籍とことなり,いちだんと精密度を増した｡そ
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の意味で,アメリカにおける東南アジア研究がすでに

第二段階に入ったことを知るのである｡

本書はタイ国の首府バンコク周辺にあるバン･チャ

ン (コーネル大学の地域研究プロジェクトがおこなわ

れた村)で,2カ年あまり調査をしたタイ農民の性格

の研究である｡

研究の目的としては,第一に中部平原におけるタイ

人の成人にかんする性格的特徴の基礎的記述,第二に

は,いろいろな文化における性格の比較研究が当面し

ている方法論的,理論的,技術的諸問題 の解明で あ

る｡

基本となっているデータは,直接観察 による質料

と,バン･チャンにおける111人におよぶ客観テスト

によるものとからなっている｡本の内容はつきのよう

にまとめられている｡第一章 バン･チャンの村,節

二章 タイ人の性格にかんする客観的観察,第三章

調査の方法論‥算四章 文章完成法,第五章 文章完

成法によるタイ人の性格研究,第六章 タイ文化から

まなんだもの｡それに手頃な文献集がついている｡

以上のような内容のなかで,著者はタイ人の モ個人

主義的ミな傾向が人間関係にどのような影響をあたえ

ているか分析している｡また,たいへん興味ぶかいの

はJobnE.Embreeが1950年に書いた論文"Thailand-

A LooselyStructuredSocialSystem",American

Anthropologist,No.52,PP.181-103以来, タイ人

社会の特徴を示す用語となった l̀ooselystructured

society'が,どのような過程で形成されるかというこ

とを,育児過程や小乗仏教との関係にまでおよんで論

じていることである｡

地域研究のなかでも,とくに心理学的接近法をする

場合には,現地語の高度な知識とフィールドに長期滞

在するということが,不可欠な条件であるということ

杏,本書が教えるのである｡

著者はカリフォルニア大学人類学部 (バークレー)

の準教授で,同大学の東南アジア研究センターのチェ

アーマンである｡同氏は今年の初夏から,タイ国で戦

後に出現した あ̀たらしいエリート'の研究に従事し

ている｡有能な人類学者だけに,その成果が期待され

るのである｡ (飯島 茂)

PhaithunKrGakaeo,Dr.:LaksanaSang-
khom Thailae Lakkan Phauhana

紹 介

Chumchon.Bangkok,1963.425p.
タイにおける地域開発の歴史は,1958年内務省内務

局に,部内措置として ｢地域開発室｣が設置されたこ

とにより新しい局面に入る｡ 同年 1()月, クーデタに

よって政権を握るや, ｢国家開発 (Kan Phatthana

Prathet)｣を旗印に,つきつきと意欲的な施策を展開

して行 った故サリット元帥の強力な支持をえて, ｢地

域開発室｣はまず ｢部｣に昇格し,ついで1962年には

4課 1室を擁し,全国の県 ･郡にまたがる巨大な下部

組織にささえられる ｢地域開発局｣へと発展した｡本

書は同局の研修課長であり,同時にクマサート大学,

カセ-サ-ト大学で ｢地域開発論｣,｢社会学｣を講じ
ている PhaithunKruakaeo,Ph.D.(Cornell)の

労作である｡その内容から見るに,おそらく同博士の

担当する内務省地域開発指導員 (Phatthanakon)の

研修用テキストとして執筆されたものと思われる｡

全体は補遺に含まれた独立の2論文をあわせ4部12

葦に分けられている｡第1葦は ｢タイ国民 と地域開

発｣ と題する総論｡第2部 ｢タイ社会の特質｣ は,

｢タイ社会の価値体系｣ (第2章), ｢タイの社会的階

層｣ (第 3茸), ｢農村社会としてのタイ社会｣ (第4

章), ｢タイ社会の他の特質｣(第5章)の4編の論文

を含む｡この部分は,本書を,その実践的目的から離

れて,われわれ外国人読者にとってきわめて示唆的な

内容をもつものにしている｡

これまでタイ社会の特質について論じたものといえ

ば Ruth Benedictの戦時中 (1943)の論文 "Thai

Culture and Behavior" (CornellUniv.Data

PaperNumber4,1952)のほか,屡々引用されるJohn

F.Embree の古典的論文 "Thailand-A Loosely

StructuredSocialSystem",AmericanAnlhropol0-

gisl,No.52(1950)など,いずれもタイとは文化的背

景を異にする欧米- とくに米国の学者の筆になるも

のばかりであった｡したがって本書の第2部におさめ

られた一連の論文は,新しい方法論を身につけたタイ

社会学者によるタイ社会の分析であるという点におい

て,ユニークな価値をもつ業績といえよう｡

たとえば第2葦においてタイ社会の価値体系を論じ

た著者は,タイ人が "yok yongH すなわち ｢価値

があると認める｣資質として, (1)冒,(2)権力,(3)年
/ヽ

令 ･年功, (4)"Chao Na主"であること, (5)"Nak

Leng"の心, (6)寛容,(7)報恩, (8)知識あること,
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(9)礼節をとりあげ,おのおのの内容をきわめて具体的

に記述しその分析を試みている｡このうち,たとえば

"NakLeng"などという概念ひとつをとってみても,

これがタイの政治家に要求される重要な貴官壬であるに

もかかわらず,これまであまり人の注意をひかなかっ

た｡ (a rogue; a rascal; a dishonest and

unprincipledperson(McFarland)などの訳語から

はこの語がある contextにおいてもつ特殊の内包一

一日本語の ｢親分はだ｣にやや類似している- を想

起することは因難であろう｡)

また HChaoNai"であるための条件として,(1)国

王または国家によって名誉ある地位を与え られる こ

と,(2)机に坐って仕事をするか,あるいはまったく行

串も為さずして,しかも生活に因らぬこと,(3)｢家来

･子分 ･付き人 (PhuTittam)｣をもっていること,

などの点をとりあげ,タイ人の中には,額に汗して労

働にはげむ農民をいやしみ,かえって無為に口々を過

す playboyの方を高く評価する傾向さえある点を指

摘していることなども興味深い｡

第 3部は地域開発指導員の manualを目指したも

ので,地域開発の理論と実践につき4章にわたり論じ

ている｡補遺の ｢地域開発局の三幸業｣ (算11葦)は,

照すべき基本的重要性をもつ文献といえよう｡

(石井米雄)

ChoopKarnjanaprakorn:MunicipalGo-
vernmentinThailandasanlnslitution

andProcessofSelf-Government.Institute
of Public Administration, Thammasat

University,Bangkok,1962.xxvi+249pp.

著者は,現在クマサート大学行政研究所のAcademic

DivisionのDirectorであるが,研究生活にはいる前に

は,内務胃′1三傑として約10年1lE.]地方行政の実際にたす

さわり,その間 MunicipalGovernmentに関する

法令の制貢己 その機構改革にもむ接関係した経歴を有

する行政学者である｡以上の経歴からみても,著者が

主題に関する'ij'iL級の適任者たることはあきらかであ

るが,実際本書においては,著者の豊富な経験と,栄

英留学をふくむ広汎な研究活動からえられた学問的知

識とが理論的に見串に整理 ･総合されている｡日下の

ところ,本書に比肩しうるような兼吉はほとんどみあ

第 3巻 第 2号

たらない,といってよい｡

さて,タイの MunicipalGovernmentは,1932

年の革命につづく行政の地方分権化の一環として ｢上

から｣導入されたもので,1933年に最初のMunicipal

Actが制定されている｡その後幾度かの改革がなされ

たが, 1963年現在,3つの市 (Nakorn) と82の町

(Muang),35の村(Tambol)に ｢自治｣が認められ

ている｡

本割こおいては,タイにおけるMunicipalGovern-

mentの形成期たる1932-1957年の皿における,その

機構と運営の実際が直接の対象とされている｡しかし

著者の主たる関心は, むしろ MunicipalGovern-

mentより一般的には ｢地方臼治｣に関する中央政府

の政策,その政策実施にあたっての政府官僚の行動様

式の分析におかれている,といってよい｡その際著者

は,たんなる記述的方法に満足せず,最近の行動科学

的アプローチをも採用して,上述の諸問題をタイの文

化的伝統,社会的経済的背景等にまで漏り下げて解明

しているが,例えば ｢地方自治｣未発達の要因の一つ

として,タイ官僚制にみられる ｢~温情主義｣の伝統と

政府を ｢慈恵的｣なものとみるタイ人民の心理的態度

を指摘するなど,随所にするどい分析が示されている｡

その分析を一貫する若君のFIljj逓意識は,｢酉欧文化に起
源する地方[j治｣制度のタイにおける定着 ･発展の可

能性の問題である｡著者は,MunicipalGovernment

の活動領域が拡大するに比例してかえって中央政府の

コントロールが強化され, ｢〔｣治｣が制限される傾向

が認められることを指摘しながら,しかし,例えば村

レヴェルの指導者の選挙にみられるように,タイにも

グラス ･ルーツ .デモクラシ-が存在しており,よき

指導が適切になされるならば,地方自治の発展も期待

できないことではないとしている｡

最後に本書の構成を簡単に述べておくならば,序章

につづいて 第一章 ｢地方自治の起源と発展｣,第二章

｢現行の MunicipalGovernmentにおける伝統的観

念の支配｣,/B三貴｢内務省の役割｣,'#四章｢Munici-

palGovernmentの機構 :立法機関｣,第五葦 ｢Mu一

micipalGovernmentの機構 :その行政機関｣,第六

章 ｢MunicipalGovernmentの機能と財政｣, 第七

葦 ｢結論 :MunicipalGovernmentに関連する若干

の問題の分析｣という葦別になっている｡

本書は,その杷題 からみても,またそのTEli'日刊の構成
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からみてもまきれもなく行政学の分野に属するもので

ある｡しかし,同時にタイの政治的文化に関する研究

であり,かかる視点からみてむきわめてすぐれた業績

である｡ (福島徳寿郎)

Joseph B.Kingsbury and RobertF.
Wilcox:InlroductimltOthePrinciplesof
PublicAdministrat･ioninThailand.Insti･

tuteofPublicAdministration,Thammsat

University,Bangkok,1961.122pp.

タイ国政治の研究者として著名なウイル ソン教授

は,タイの政治を理解するためにもっとも基本的なこ

とは,この国の統治構造における行政機構の地位と役

割を正しく認識することであり,それは事実上 ｢権力

問題｣に先行する重要な問題である,と指摘 してい

る｡事実,タイの官僚機構は,伝統的に,権力斗争に

対してはつねに中立性を保ちながら,しかも機能的な

独立性と組織的な統一性を維持してきており,政治指

導者のひんはんな交替にもかかわらず行政の一貫性が

確保されてきたのは,官僚機構のこのような特性と役

割に負うところが大きい,ということはしばしば指摘

されているところである｡かかる重要性にもかかわら

ず,タイ国行政に関する文献は,若干のモノグラフィ

ーを除いて,わが国にはあまり紹介されていないよう

に思われる｡

本書は,表題からも判るように,タマサート大学行

政研究所に客員教授として招解された二人の行政学者

が,テキスト用にまとめたまったくの入門書である｡

従って,本書に,各論点についての詳細な叙述分析を

期待することはできないが,しかし一応行政の全側面

が要領よくまとめられており,タイ国行政の全貌を把

握するためには便利な概論書であるといえよう｡122

ページの薄い本ではあるが,二段組みになっているの

で,ページ数のわりには取り扱われている問題は多岐

にわたっている｡

本書は15章に細分化されているが,大別すれば四つ

の部分- 行政および行政学に関する総論的叙述 (罪

1-2章),タイ国行政発展の略史 (算3葺),各論的

諸問題の分析 (第4′-14章),およびタイ国行政の評

価 (第15章)から構成されている｡各論的部分におい

ては,行政の組織,管理,人事行政,財務行政,行政

に対するコントロール,行政責任の問題が扱われてい

紹 介

る｡全体として,行政学の最近の理論的成果を集約し

ながら,それに照らしてタイ国行政の特質と問題点を

明らかにするという叙述形式がとられている｡

若者達がタイ国行政のもっとも重大な欠陥として強

調している問題は,行政の政治的,道徳的な無責任性

と非能率性である｡政治的無責任性の克服の ために

は,政党の育成と自由な選挙の実施なかんづく利益集

団その他の自発的な市民組織の発展 の必要性 を指摘

し,遺徳的無責任すなわち腐敗の克服のためにもっと

も基本的なことは,タイ官僚の行動様式にみられる伝

統的な ｢人への忠誠｣を克服して職務そのものに対す

る忠誠心を培うことである,としている｡またタイ国

行政にみられる非能率性の原因としては,組織上の欠

陥とくに行政諸機関の無計画的な肥大増殖,過度の中

央集権化,権限の分配にみられる諸欠陥,行政政策に

みられる計画性の欠如,形式主義と法規万能主義をあ

げている｡

はじめに述べたように,本書はまったくの入門書で

ある｡しかし,わが国ではタイ国行政の研究にはまだ

全然手がつけられていないのが実情であるので,今後

の研究のための手掛りの一つとして紹介することにし

た｡ (福島徳寿郎)

TheMrabri:Studies in theField

(TheJournaloftheSiam Society,Vol.
LIPt.2).Bangkok,1963.68p.(-pp.
133-201)withlistsandphotos.

Mrabriは一般に "PhiTongLuang"の名でよ

く知られたタイ国北部の放浪民で,そのprimitiveな

生活のため色々な関心が抱かれながら,少数であるこ

とと elusiveな放浪のために接近が容易でなく詳し

い実態はよく知られていない｡TheSiam Society

ResearchCentreでは1962年8月の第 1回調査に次

いで1963年1月未に再びKraisriNimmanahaeminda

氏をヘッドに第2回目の Mrabri調査を Amphur

NaNoi(C.Nan)の山中で行なった｡本書は,JSS

の1号をこの第2回調査の報告に特集号として割当て

たものである｡

内容は5第の論文からなっている｡すなわち,(1)∫.

∫.Boeles氏の, この調査のあらましと material

cultureを主とした文化人類学的な報告,(2)西独Bonn

から参加した Dr.G.Flatzの形質人類学的報告,

-146-



東 南 ア ジ ア 研 究

(3)Kraisri氏による,Mrabri語および近隣のモン･

クメル系諸言語の対照語菜表と, かつて Bernatzik

が発表した Yumbriの語桑と Mrabriとの対照表,

(4)C.Velder氏の,Mrabricampのはじめての記

近,および (5)W.Smalley による前記語草表の言

語学的な注釈ノート,の5篇である｡

この調査ではとくに Kraisriの言語調査に重点が

おかれたようであり,実際,本書 の対照語JIiTTl表も,

Mrabri語のみならず他の北タイのモン･クメル諸語

(カー諸語, ラワ語,モン語など)がほとんどこれま

で未発表のものであるから,Mrabriに限らずこの系

統の言語に関心をもつものにはまことに有難いi'/i料で

ある｡残念ながら, (本書全休がそうであるが)どち

らかといえば一般向きに書かれて いるため,たとえ

ば,Smalleyの注釈にもある通り音表記の方法が余

りに粗雑であり,おそらく若君たちの意図以上にはと

うてい利用できないであろう｡ Boeles氏はいくつか

の今後の課題として,Mrabri言吾と他のモン･クメル

諸語との比較および Mrabri語の昔話翫論の研究をあ

げているが,実際には比較言語的研究に先だってまず

その言語の音素体系が明らかにされなければならない

のである｡

文化にしても,専ら materialcultureについて述

べられていて socialstructureや他の民族との接触

の問題は残された課題とされているが,この調査侶仁

が著者のいうように pilotpr()jectなのであって,対

象が対象だけに有益でもあり読み物としても結構面白

い書物となっている｡ (三谷恭之)

S.Takdir Alisjahbana:The Failure
ofModernLinguT'slicsin theFaceof
Lingut'SticProblemsof theTwentieth
Century.Kuala Lumpur,University of
Malaya,1965.36p.

本書は,著者が1964年12月22日にマラヤ大学で行っ

た inaugurallectureであって,当センタ-から同

大学に留学していた前Fn成文氏からわたくLに読むこ

とをすすめられたものである｡

内容は,アジア ･アフリカ地域の若々しいエネルギ

ーを感じさせるもので,極端なまでの言語学の現状批

判と,この地域の国々が直面している現実の言語問題

を解決するための新しい言語学創設の提唱である｡

第 3巻 第 2号

若君は,アメリカの構造言語学にしろ ヨー ロッパ の

glossematicsにしろ,現代の言言吾学は現実社会から

遊離した実質的意味の乏しい学問になっていると強く

非難している｡拝謁という言語の外面に専ら関心を集

中したり,esotericなまでの形式主義に陥っている,

といい,とくに,言語がそれ自体で安定した記号の体

系であって言語学はそれを記述する学問だという根本

前堤がそもそもの誤りだという｡なぜなら,現実の困

難なItlu/題は,言語の変革にあるのだから,というのであ

る｡

AA諸｢冊ミ現在まじめにとりくんでい る nation

buildingと modernizati()nの問題のひとつとして,

各円とも言言吾の standardizati()nと modernization

の問題がある｡安定した nationallanguageをいか

に形成していくか,近代社会にマッチした思考とコミ

ュニケ-ションのためにいかに言語を合刃口ヒするか,

次々に入ってくる新しい概念に対する語嚢の問題をど

う処理するか,こういった language engiⅠleering

こそが必要なのだ,というのが著書の主張である｡本

書の後半では,マレー語とインドネシア語について具

体的な問題をひとつの例として簡単に説明している｡

現代言語学がしばしば形式的 ･表面的であることは

これまでにもむしろ伝統的な言語学芹から批判されて

きたし,現実の闘,rLfi解決に対する意欲にかけることも
確かであって,この点は何よりもまず強く反省されて

しかるべきであろう｡しかし,著君が現代の言語学の

範囲を狭くみすぎているということは別としても,こ

の書の提起する問題はあまりに大きすぎるO第一にそ

れがもはや学RT]論の問題に関連していること,次にこ

のような問題解決に果たして構造言語学の考え方自体

が本質的に無効なのかどうかということ,また現実の

問題といっても若君の立場とは別にわれわれにはまず

それが外国語の問題であるということ,こういった点

で著省の主張がすべての言語学者たちを納得させ る

か,どうであろう｡ (三谷恭之)

HydrologicData(Thailand):National
EnergyAuthority,Ministry of National

Devel'opment,Thailand,1965.

タイEf:]の全般に渡っての水文資料の年報であり,そ

のrjll矧 ま流量記録,浮遊流下土砂量,日降雨量,日蒸

発量,風速におよんでいるo
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本書は Mekongプロジェクト,NamPungプロジ

ェクト,Pattniプロジェクト,NakornSrithamarag

プロジェクトおよび河川開発プロジェクトにおいて,

NationalEnergyAuthorityによって作業をされ集

計されたものである｡最大の目的は降水量と流出量と

の関係を研究するにある｡

流量観測所の数は46ヶ所 で ある｡ 内容は月間流出

量,平均流出量 1000km2当りの平均流出量,流出高,

流出量,最大日流量および最小口流量がある｡

なお,このうちの観測所の一部はメコン河開発の一

環として建設された部分も含んでおり Lower Me-

kongHydrologicYearbookと多少重複する点もあ

るが,東北タイの水利計画に対する研究を行う場合の

重要な参考資料の一つと考えられる｡

1962年の水文年報は1964年に出版され,1963年のも

のは1965年に出版され たが,何れも販売はしていな

い｡何れも市販されていないもので寄贈形式で頒布さ

れている｡ (南 勲)

LowerMeko71gHydrologicYearbook.
CommitteeforCoordinationofInvestiga-

tionsoftheLowerMekongRiverBassin,
1964.

メコン河は4ヶ国にまたがる大河川でありその水力

電気,かんがい,舟行,洪水調節および民生に対する

総合的な発展を目的として,カンボジア,ラオス,メ

イ,ベ トナムの4ヶ国により,メコン河委員会が設立

されている｡本水文データはこれらの諸国の水利開発

分野で各国それぞれに重要な基本的な資料である｡と

くに水源計画に際しては技術的にも経済的にも重要な

資料である｡本書により低部メコンの流量特性の概要

をつかむことができる｡

最初の年報は1962年の水文資料に対するもので,以

後毎年継続して出版することが決定されている｡1963

年度の水文年表は1964年2月に出版された｡

本水文年表はその初版から数えて現在まだ第2巻し
か出ていないが,東南アジアの水利計画を研究する上

に極めて重要な質料となるものと確信している｡

本水文年表の内界は流量観測値がメコン河本流なら

びに支流に対して集録され,次に流水中に浮遊運搬さ

れている泥土量,日降雨量がラオス ･カンボジア ･タ

イ･ベ トナムに渡って記され,また口蒸発量および毎

紹 介

日の風速が記録されている｡

いずれも販売はしていない｡ (南 勲)

TheodoreFriend:BetweenTwoEmpir-
es,TheOrdealof thePhilippines,19
29-1946.Yale UniversityPress,New
Haven,Conn.,1965.xviii+312p.

このたび ｢2つの帝国に狭まれて- 1929年から19

46年に至るフィリピンの試錬- ｣と題する本書を手

にして,私はひじょうに嬉しかった｡というのはフィ

リピンを理解するためには,その歴史的背景をよく知

っておくことが必要である｡とりわけ,フィリピンと

アメリカとの関係の歴史的展開こそ,フィリピン理解

の鍵であるといえよう｡ところが,これについてまと

まった文献がこれまで出版されていなかった｡

もともと米比関係は,本 書 の著 者, The State

UniversityofNewYorkatBuffaloの歴史学準

助教授フリーンド氏によると,つきのように区分され

る｡

1) 1896-1902:スペインおよびアメリカにたいする

フィリピンの革命戦争｡

2) 1901-13:共和党政権下での政府 ･教育の≪アメ

リカ化≫｡

3) 1913-21:民主党政権下での行政の≪フィリピン

化≫とナショナリズムの奨励｡

4) 1921-29:フィリピンの希望とアメリカの抑止と

の均衡の漸次的実現｡

5) 1929-35:第 1次植民地危機 :大恐慌 ･日本の膨

張およびフィリピンのナショナリズムのためアメリ

カ議会は独立のスケジュール設定の方向に動く｡

6) 1935-41:コモンウェルス時代 :不確実だが部分

的に成功であった独立準備｡

7) 1941-46:第2次植民地危機 :日本の侵略および

部分的な≪口本化≫,アメリカによる解放およびフ

ィリピン主桁の完全な獲得がつづく｡

本書はこのうちでも,より重要な1929年の大恐慌か

ら始って1946年のフィリピン独立に至る期間をとりあ

つかう｡著者は,フィリピン,アメリカ,および日本

の文書を渉猟し,またこの3国にまたがるこの関係を

インタービューしている｡非常な努力と時間のかかっ

た仕事だ｡ (アメリカ人の近代史あるいは現代史研究

がとっているこの方法は,わが国ではもっと学びとら
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れる必要があろう｡)

本晋は5部からなる｡第 1部はフィリピンのコンテ

クス トとして,フィリピンの社会 ･政治 ･ナショナリ

ズム ･1)-ダ-シップなどの特質をとらえる｡第2部

は大恐慌,口本の進田,アメリカの後退開始期をとり

あげる｡第3部は独_-1'r_のための米比冊の折衝をとりあ

つかう｡第 4部はコモンウェルス時代｡そして第5部
は大試銀と題しこの口本の進略 ･占領からフィリピン

共和国の発足に至る｡最後にクロノロジーと,非常に

すぐれた文献日録がつけ加えられている｡

歴史学者でない私は,本吉の学問的価梢を論ずるこ

とはできない｡しかし,YaleHistoricalPublica-

tions,Studies22として本書が刊行されていること

は,その学問的価値を証明するものでなかろうか｡ま

た私自身にとって,Quezon,Osme凸a,Roxasなど

のフィリピンを動かした人々,あるいはアメリカ側の

MacArthur,Stimson,Hoover,Roosevelt など

の立役者の活動をまざまざ記録した本書は,まことに

面白い読物でもあった｡ (本間 武)

GeravdoP.Sicat(ed.):ThePhilippines
Economyinthe1960'S.InstituteofEco-
nomicDevelopmentandResearch,Univer-

sityofthePhilippines.QuezonCity,1964.

xii+281p.

フィリピン経済の代表的文献としては,コ-ネル大

学のゴ-レ-教授の著書(F.H.Golay:ThePhilipI

pmes, Public Policy and National Economic

Development.CornellUniversityPress,Ithaca,

N.Y.,1960)があげられるが,本書はこれにつぐも

のとして評価されている｡幸に,私は,去る6月たま

たまフィリピン大学の経済発展研究所で本書を入手し

たo (米 ･英 ･独 ･仏などでの出版物は,外国書取扱

い告店をとおして,わが閏にどしどし入れられている

が,東南アジア諸国での刊行物は,よほど注意してい
ないと, ミスしがちになるからである｡)

フィリピン大学経済発展研究所が,1963年10月から

12月にかけて, ｢1960年代のフィリピン経済｣という

主題のもとで連続公開講班会をマニラで開いた｡その

ペーパーを教授が編集したのが本音である｡1960年代

の経折という主題であるものの,多くの論文は,この

時間的限定をこえてフィリピン経済の構造の分析にお

第 3巻 第 2号

よんでいる｡

本文に収録されている論文をあげよう｡

1)Sicat教桟によるフィリピン経済の総論

2) フィリピン大学 Romulo総長の開講演説からの

抜粋としての≪1960年代のわれわれの任務≫

3) フィリピン大学 A.Kintanar,Jr.教授の≪19

60年代の公共部門開発のための課税融質≫

4) 経済企画庁 A.V.Fabella長日の≪開発計画の

若干の戦略約側面≫

5) フィリピン大学 R.W.Hooley教控の≪1960咋

代の私的貯蓄 :社会会計の-試論≫

6) ｢副費稲作研究所 V.W.Ruttan博I:の≪農地改

革と国民経折発展≫

7) 経折企画庁 D.M.Ferry立法 ･政策研究郡長の

≪農民改革の憲法的 ･社会的側面≫

8) 国家経折会議 S.K.Roxas議長の≪フィリピン

の地域的経済発展- 196()年代の工業地域計画≫

9) Sicat教授の≪フィリピン工業の構造- 1960年

代の見とおし≫

10)フィリピン中央銀行B.Legarda調査部長の≪フ

ィリピン外四貿易の諸問題≫

ll)フィリピン大学 A.A.Castro経済発展研究所

長の≪企画長期金融の諸問題≫

各ペ-パ-の末尾に OpenForum として,聴講

者と沌!Ll_.J一着との冊の質疑応答が掲載されている｡フィ

リピンでは,私の限られた経験によっても溝杭のあと

のディスカッションが非常にすきなようだ｡このディ

スカッションについては,長所短所いろい ろ とある

が,ディスカッションによって論点がより明らかにな

るという長所が認められる｡本書はこの長所をよく生

かしていると思われるO

個々の論文を批評する余裕はないが,RuttanlLJH二

の農民改革論はきわめてすぐれたもので あるOとく

に,メンションしておく｡ (本岡 武)

Wacana-nukom Pha-sa- L･a-u) kheng

KasuangStiksathikan.2nd.ed.,Vientiane,

1962vi+1125p.English-LaoDictionary
(Wacana-nukom Angkit-La-u)).compiled
by Boon Thom Boonyavong,underthe

supervisionoH.DeNoia,Withthetechnical
assistanceofG.E.Roffe.Vientiane,Lao-
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AmericanAssociation,1962.xi+367p.

ラオスの出版事情について詳しいことは知 らない

が,ビエンチャンの書店の店頭に並ぶラオス語の書物

は数えるほどしかない｡ほとんどがタイ語 ･英語 ･中

国語またはベ トナム語のものである｡そのわずかなラ

オス語書物のうちでこの両書は最も価値のあるもので

ある｡

ラオス語の辞書としては,これまでにも Cuazの

仏ニラオ辞典や Guignardのラオ-仏辞典など主に

フランス人の手になるものがずいぶんとあって,それ

ぞれ特徴があるので現在でも利用価値は十分にあるけ

れども,この両書の意義は新しさと現地の出版という

ことにあるであろう｡前者はラオニラオ辞典で,教育

省編纂であることからいわばラオスの標準国語辞典と

いうべきものであり,後者はラオス語で英語を説明し

た形式の英ニラオ辞典である｡どちらもラオス人のた

めの轟音という体裁をとっているから,われわれには

間接的な利用しかできないが,語数にしても前者が1

万近く,後者が6,000近くもあるし,従来の辞書とち

がって少なくとも綴字のうえではこれを現在の標準ラ

オス語と認められるから,われわれとしても利用価値

は低くない｡

ことに後者の英 ･ラオの方は,実際にはわれわれが

ラオス語を引く辞書としても問題なく使えるもので,

英語のラオス訳は正確のようであるし,タイプ印刷も

鮮明で使いよい｡もちろん,たとえば,gov.i.に対

する pai,bkpai,sadetなどの用法の相違まで求め
ることができないのは仕方あるまい｡

しかし前者のラオ ･ラオ辞典は見出語の配列が極め

て不便である｡ひとつの子音字について,子音字十母

音記号だけの音節からなる (またはそのような音節を

頭にもつ)単語を掲げ,その後に子音字+母音記号+

子音字のものをかき,しかも母音記号の序列より末尾

の子音字の序列を優先させている｡(e.g.k畠pは,

kaの次でも kanの次でもなく kapの次に見出さ

れる｡) これはやはり現行のタイ語辞典の配列法にな

らうなりして,もう少し便利にしたいところである｡

また,両書とも本来の目的からいって当然ではある

が,ラオス語の発音 (音素形式)が示されていないこ

ともわれわれにとっては不便である｡ラオス語の正書

法ではタイ語のような伝統的な不規則綴字といわれる

ものは整理されていてさほど問題はないとはいえ,わ

紹 介

れわれの知りたいのはやはり実際に話されるラオス語

の形である｡

ともかく外国人研究者のための本格的なラオス語辞

典が今後ただちに現れることはあるまいから,少なく

ともしばらくはこの両書が重宝なものとなることは疑

いないだろう｡ (三谷恭之)

天野利武編 :チ ッタゴン地方の丘陵人

一大阪大学乗パキスタン総合学術調査隊

報告書-1964,ii+316p.

東南アジアから雨アジアにかけて旅したものにとっ

て,チッタゴン丘陵地帯やアラカン山脈一帯がこの2

地域を分ける地理的分水嶺であるのみならず,文化的

分水嶺でもあることを知るであろう｡ビルマからはじ

めてベンガルに行ったものは,そこで モ本格的なミ異

国情緒をおおいに兄いだすであろうし,南アジアや西

アジアの旅につかれたものにとっては,ラングーンに

着くと,そこに モほんとうのミ東洋を発見し,心にい

い知れないやすらきを感じることであろう｡人間,風

浴,習慣-･-あらゆるものがこのあたりで一変する｡

本書は1964年2月20日から3月31まで41日間にわた

り,東パキスタンのチックゴン丘陵地帯で調査をおこ

なった大阪大学東パキスタン総合学術調査隊の報告書

である｡

インドのアッサム州,ビルマの中西部にかこまれた

このチツタゴン丘陵地帯にはチャクマ族をはじめとす

るいろいろな山地民が住んでいるが,この事鋸与書では

これら山地民と同時に附近に住んでいるベンガル人を

も含めて,心理学,人文地理学,言語学,形質人類

学,医学,薬学などの立場から調査研究がおこなわれ

ている｡内容は (1)チックゴン丘陵地区の人口,(2)チ

ックゴン丘陵地区の集落,(3)丘陵人の社会 と文化,

(4)親族関係用語からみた丘陵人,(5)チャクマ族の言語

とマルム･ム口語桑集三題,(6)束パキスタン丘陵種族

の文化変容にみられる象徴知覚の研究,(7)東パキスタ

ンにおける青年の一般的生活意識について,(8)東パキ

スタンの人類学的研究,(9)東ベンガリ頭蓋 について

(予報),(10)チッタゴン丘陵地区のアルコール薫閣法に

ついて,(ll)束パキスタンの医療と薬物についてo以上

のように11の論文は自然科学や社会科学の広汎な範囲

にわたっている｡

内容を見ていると,チックゴン丘陵地帯の持つ学問
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的魅力がたんのうされ,またそこで調査研究のできた

隊員の方々をたいへんに羨しく思う｡それに,短時冊

にしてはかなりの量のデータを1三め,その努力を多と

する｡

しかしながら,まことに残念に思うのは,調査_のigJ

冊が短いことと,仕り坂の那合で質料の分析に相聞が十
分にかけられなかったことではなか ろ うか,たとえ

ば,一例をあげると,チックゴン地方の丘陵人が竹文

化を持っているという客観的な]iI実にはまったく異議

をさしはさむ余地はないけれども,竹の持 つ特質が

モ丘陵人のパ-ソナリティーをきわめて象徴的に示唆

するものと思われるミという記述になると,いささか

無IILliがあるのではないかと思われる｡筆者は竹と丘陵

人の持つパ-ソナリティ-の比陰として伐ったのだと

は思うけれども,Fl然とパ-ソナリティ-をむすぴつ

けるのには,労働過程のようないくつかの中間項が必

要なのではなかろうか｡

また,この種の調査用普書には調査隊の踏査の全休

を示す地図と,簡単な隊の日誌があれば,読者にとっ

てたいへんに便利である｡

以上,若干の問題はあるにせよ,この報告書はチッ

クゴン丘陵地帯研究のわが同におけるパイオニア･ワ

-クであり,貴重な文献であるOそれゆえ,この捜告
書をもとに,両アジアと東南アジアをむすぶ学閏的に

重要なこの地域の喜朋査研究がさらに発展することを心

から望むのである｡ (飯畠 茂)

Richard B. Noss :ThaiReference
Gγα∽∽αγ, Foreign Service Institute,
DepartmentofState,Washington,D.C.

964.iv+254p.
タイ語について省かれた書物は,タイ同にて行なわ

れて来た伝統的な文法や純粋に実用的な目的のみのた

めに告かれたものとは別に,現作の記述言語 学の宜場

から告かれたものとなると,ほとんど皆無と言ってよ

い程である｡

木苦はその様な数すくない告物のひとつである｡と

云うよりも,一定の方法をもって,タイ語と言う一つ

の言語の構造全休を記述しようとする手招勿としては,

唯一-･のものではなかろうか? この点においても,木

告はアメリカにおけるタイ語研究の現在の水準を示す

ものと言ってよいであろう｡本書であっかわれている

言語はバンコックを中心として話されている標準タイ

第 3巻 第 2号

語であり,著苦が合計7人のイ'/フォーマントを伐っ

てアメリカ及びタイ国で四年間をついやしてまとめあ

げたものであって,それだけに詳細を極めたものであ

る｡本省の構成は,まず Introduction,次いで Ph-

onology,MorphologyalldSyntax,最後に Lexe一

meClassesを論じ,この LexemeClassesが Free

LexemeClassesと BoundLexemeClasses とに

大分される.これ等全体を通じて一定の方法論でもっ

てつらぬかれている｡

Phonol(つgyでは,PhonemeSを大別してSyllabic

Phonemesと Pros()dicPhonemesとする｡前晋に

は CoIISOnantS,Vowels及び Tonesがあり,後者

には Stress,Rythm,htonatio11が含まれる｡表

記法は Haas式の音素表記が用いられて いるが,

Stress,Rythm,Ⅰntonation を考りょに入れ た点

で,本書の方が Haasよりも,より進歩していると

言ってよいであろうo また従来タイ語 には五 つ の

Tonesが認められて来たに対し,本書では六 つ の

Tonesを認めている｡すなわち, これまでの(1)中平

哩,(2)低平型,(3)下降型,(4)上昇型に対し,(1)Plain

High, (2)ConstrictedHigh, (3)Mid, (4)Low,

(5)Falling, (6)Rising を設定する｡ しかし,この

Highに PlainI-Iigh と ConstrictedHigh との二

つを認めることには疑;Elljを感ずるoPlainHighTone

を持つとされている Morphem(∋Sを見ると,/°han

(plainHigh)<一人称代rI詞>,/khaw/(PlZIinHi-

gh)<三人称代名詞>,/maj/(PlainHigh)<疑潤を

表わす morpheme> などのある特別なものにかき

られており,数的にも少ないことがわかる｡したがっ

て, わざわざ Tone を一つ多く設定するよ りも,

prosodicPhonemeと言う観点から処理する方が,

より賢明だと考えられるo

MorphologyandSyntaxにおいては,Prosodic

Morphemes,Morphemesを論じ,ついで Lexemes

の構成,SyntacticConstruction について例をあげ

て説明して行くO最後に LexemeClassesをあつか

っている｡上にあげた色々な点について,今ここで検

討している余裕はないけれども,この様な現代記述言

語学の方法によるタイ語の文法が現れたことは,タイ

語研究にとってよろこぶべきことである｡本吉で用い

られている様な方法論に賛成するか否かは別にして,

一度は精読すべき苦である｡ (桂 満市郎)
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